
輸出事業計画
※申請者名：エスエスケイフーズ株式会社 品目：調味料（ドレッシング・マヨネー
ズ）

【現状】
• 弊社は海外の外食向けを中心にドレッシング・マヨネーズの輸出を徐々に伸ばしてきた。
一方、日本国内においては少子高齢化・コロナ禍によるインバウンド需要減・国内各社
との競合等により国内販売価格の低迷、国内市場が縮小することが予測されている。

• そこで日本食注目度の高まりによって需要拡大が見込まれる海外への輸出を更に伸ば
していく方針を2020年に掲げている。

【課題】
• 海外輸出を拡大するためには、製品コストを下げ、価格競争力を向上させることが急務
となっている。

• 輸出商社に対応を一任しており、輸出専門部署を設置していないことから、輸出に関
する迅速な対応が困難である。また、今後の販売拡大に向けては、現地の情報収集に
長けている商社と連携し、ニーズに合った商品提案・OEM受託等を行うことが不可欠と
認識している。

様式２

１．輸出における現状と課題

• 製造工程において、製函された空箱に製品を手入れしているところ、自動ケーサーを導
入し、当該作業を自動ケーサーで行うことにより省人化を達成し、製品コストに反映させ
ることで価格競争力を向上させる。

• 現在は商社を通した輸出を行っており、国別の特約商社等は設定していないが、今後
は各国別に強いパイプを持つ特約商社を選び受託体制を強化し、輸出拡大を図る。

２．輸出事業計画の取組内容

【事業の連携体制図】

【PDCA実施体制】

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制

P：輸出商社との現地ニーズ等に関する情報交
換やジェトロによるセミナー受講等を行い、より具
体的な輸出拡大に関する戦略を立てる。

D：計画に基づき、国内・海外での商談会・フェア販売
等へ参加し、輸出を実施する。

C：省人化による人件費削減効果を確認すると共に出荷実
績を月次で確認し、事業成果・効果を検証する。上記も含め
た輸出進捗状況について、輸出商社やジェトロと連携し、アド
バイスをいただきながら、必要に応じて計画の見直しを行う。

A：輸出商社からのフィードバック等を通じて
現地消費者の求める商品製造・改善に着
手する。
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様式２

４．輸出目標額

現状
（令和３年度）

目標年
（令和9年度）

輸出額(百万円) 327百万円 464百万円

輸出量（ｔ） 35,209t 42,496t

主な輸出先国
ｱﾒﾘｶ合衆国、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、
中華人民共和国、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、

ロシア

ｱﾒﾘｶ合衆国、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、
中華人民共和国、ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、

ロシア
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